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迷
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施
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た
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。
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五
坪

の
り
っ
ぱ
な
農
事
セ
ン
タ

ー
が
ず
総
事

業
費
お
よ
そ
四
百
五
十
万
円
(
う
ち
四

割
は
国
庫
補
助
金
〉
で
新
国
道
八
号
線

道
路
沿
い
相
木
地
内
に
た
て
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

完
成
さ
れ
ま
す
と
、
農
業
生
産
技
術

の
研
究
、
講
習
会
お
よ
び
実
習
な
ど
に

利
用
さ
れ
、
農
業
振
興
を
促
進
し
、
農

村
生
活
の
改
善
合
理
化
に
大
き
な
役
割

を
果
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
の
内
容
は
次
の
と
お
り

階

農
事
相
談
室

(
4坪
)

土
壌
調
査
室
ハ
日
・

5

坪
)
展
示
研
修
室
(
日
・
乃
坪
〉

管
理
人
室
ハ

3
・
お
坪
)
生
活

便
所

(
3

図
書
室

市

古
同

魚5f市農事セシター

|日日日日口口11
||口口旧日日口11

津魚

(写
真

経

団

分

所

)

産
業
文
化
会
舘
建
設
募
金

四、

o
o
u、
0
0
0円

日
本
カ
ー
バ
イ
ド
魚
津
工
場

四、

0
00
、
0
0
0円

吉
田
工
業

一、

0
0
0、
0
0
0円
魚
津
製
作
所

七
五

O
、
0
0
0円

大
愛
メ
リ
ヤ
ス
産
業

五
O
O、
0
0
0円
本
江
酒
造

一一

O
O、
0
0
0円
二

業
組
合

一四

O
、
0
00
円
菓
子
組
合

八
O
、

0
0
0円
漆
器
組
合

五
四
五
、
内

O
O円

福
元
製
缶
外
二
ニ
団
体

四
五
、
九
七

O
円

金
浦
区
ほ
か
六
区

(
大
光
寺
二
区
は
完
納
〉

二
一
、
三
一
五
、
三
八

O
円

累
計

チ
リ
地
震
津
波
義
援
金

マ
三、

O
O
U円
日
本
江
第
二
区
マ

一

、
五

O
O円
H
束、

西
本
願
寺
合
掌
会

マ
二

、
四
九

O
円
H
新
金
屋
町
二
区

農

業

委

員

会

委

員

き

ま

る

出
)
木
下
鶴
次
郎
(
鹿
熊
〉
窪
田
彦

治
(
大
海
寺
新
)
石
川
力
三
郎
(
大

光
寺
〉
徳
本
忠
一
郎
(
東
城
)
大
崎

利
吉

(
上
村
木
〉
大
崎
利
三
男
(
北

鬼
江
)
清
水
弥
大
郎
(
浜
経
団
)
安

田
与
吉
(
青
柳
)
中
尾
政
一
(
長
引

野
)
伊
東
清
一
(
六
郎
丸
V

ー
市
議
会
が
推
せ
ん
し
た
委
員
|

関
口
昌
次

〈
天
神
野
新
)
木
田
正
信

(
浜
経
団
)

会

長

に

高

木

氏

l
農
業
委
員
会
ひ
ら
く
|

新
ら
し
い
委
員
に
よ
る
農
業
委
員
会

は
、
去
る
二
十
六
日
市
議
場
で
行
な
わ

れ、
会
長
な
ど
を
次
の
よ
う
に
き
め
た
。

会
長
高
木
源
次

職
務
代
理
者
杉
山
博
吉

県
農
業
会
議
第
一
号
議
員
伊
東
清
一



('2) 報

補

導

委

員

剖

名

|

少

年

相

談

も

|

昨
年
か
ら
夏
休
み
と
冬
休
み
の
期
間

中、

少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
と
し
も
川
原
町
、
旧
警

察
巡
査
派
出
所
で
ひ
ら
き
ま
す
。

今
回
は
、学
校
の
先
生
、
防
犯
団
体
、

婦
人
会
、
青
年
団
、
そ
の
他
少
年
問
題

に
つ
い
て
理
解
の
深
い
三
十
一
名
の
補

，導
委
員
を
委
嘱
し、

毎
日
二
名
の
委
員

が
交
替
で
市
内
を
ま
わ
り
、
ま
た
セ
ン

タ
ー
で
少
年
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
、

夏
に
ふ
え
る
少
年
犯

広津

[将来の
拠出制の国民年金について

う

市
一
よ

h

え考を福幸

国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
は
:

拠
出
制
の
国
民
年

金
に
は
恩
給
や
厚
生

年
金
、
共
済
年
金
な

ど
で
保
証
さ
れ
て
い

る
人
を
除
き
必
ず
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

「
や
が
て
は
や
が

て
、
そ
ん
な
も
の
に
加
入
し
な
く
て

-
も
、
老
後
は
老
後
で
ど
う
に
か
な
る
だ

一
ろ
う
」

。

一

こ
う
お
考
え

の
か
た
も
あ
る
か
も
わ

一
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
た
ち
は
、
だ

一
れ
で
も
や
が
て
は
年
寄
り
に
な
り
、
ま

一
た
長
い
生
涯
の
内
に
は
け
が
や
病
気
の

一
た
め
に
、
か
ら
だ
が
不
自
由
に
な
っ
た

一
り
、

・あ
る
い
は
一
家
の
支
柱
を
失
う
場

う
一

合
も
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
国
民
年

口
同
一
一
金
の
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、

tuu
一
生
活
の
安
定
が
そ
こ
な
わ
れ
な
い
よ
う

日
一

に
、
国
民
の
共
同
の
責
任
と
力
に
よ
っ

3
一
て
、

国
民
会
部
が
明
か
る
く
幸
福
な
く

1

・
ら
し
が
で
き
る
こ
&
を
ね
ら
い
と
し
て

で
き
た
も
の
で
す
。

魚昭和35年 8月 1日発行

防
犯
協
会
、

青
少
年
問
題
協
議
会
で

は
、
夏
休
み
中
の
生
徒
の
余
蝦
を
善
導

す
る
た
め
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
少
年
野

球
大
会
を
今
年
も
九
日
、
十
日
の
二
日

問
、
西
部
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
い

ま
す
。

マ
:
:
:
公
務
員
、
会
社
員
等

一
般
勤

め
人
で
被
用
者
年
金
加
入
者
の
配
偶
者

も
任
意
加
入
で
す
。

こ
れ
は
配
偶
者
の
扶
助
料
が
も
ら
え

る
条
件
に
あ
る
た
め
で
す
が
、
加
入
さ

れ
る
と
両
方
と
も
も
ら
え
ま
す
。
未
加

入
の
人
は
、
全
然
ど
こ
か
ら
も
年
金
等

を
も
ら
え
ず
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

加
入
し
て
や
が
て
の
備
え
に
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

マ
:
:
:
遺
族
年
金
や
留
守
家
族
手
当

扶
助
料
等
を
も
ら
っ
て
い
る
方
も
任
意

加
入
で
す
。
年
金
に
加
入
し
て

い
る
と

六
十
五
才
に
な
れ
ば
両
方
と
も
も
ら
え

る
こ
と
に
な
り
、
老
後
安
心
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

近
く
加
入
者
の
届
蓄
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
届
出
書
を
提
出
し

た
後
で
掛
金
が
で
き
な
い
よ
う
な
状
態

に
あ
る
人
は
免
除
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

比牛
包 の

J6共
区 間
で 放'
牧

夏

休

み

を

健

康

に

す

ご

そ

う

夏
休
み
は
じ
よ
う
ず
に
鍛
え
れ
ば
健

康
な
か
ら
だ
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、

反
面
注
意
を
怠
る
と、

夏

や
せ
す
る
ば
か
り
か
、
伝
染
病
や
い
ろ

い
ろ
の
病
気
に
犯
さ
れ
て
と
り
返
し
の

つ
か
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

。
よ
い
生
活
の
日
課
表
を
作
り
ま
し
ょ

O
 

K
ノ

親
と
子
ど
も
が
相
談
し
て
健
康
な

夏
休
み
が
す
ご
せ
る
よ
う
計
画
し
た

い
も
の
で
す
。
そ
う
し
て
三
日
ぼ
う

ず
に
な
ら
ぬ
よ
う
守
っ
て
い
き
、
よ

い
習
慣
を
こ
の
と
き
に
養
う
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

。
継
続
的
な
勉
強
を

夏
休
み
は
時
間
的
に
余
裕
が
あ
る

の
で
ふ
だ
ん
で
き
な
い
ま
と
ま
っ
た

読
書
と
か
、
継
続
観
察
な
ど
じ
っ
く

り
取
り
く
め
る
と
最
も
よ
い
と
き
で

が告IJ所がら 十らなま 年 な入か金除調と
あ限得、老加後:年:し;五のいで 4マ で:任iり届らがし査 きど の;年
りさ税本令入は:3:か:才入場の月 : ~ : 憲まが損大てにはうか金j
まれ額人福 し絶j月Jしjかで合人 1五 る:加;す終でへも よぶ し苦;にj
す、、の祉な 対j末:加;ら十はで日O人:入;。っすんらつ長て し;加;
。年配所年い加;ま:入:年年任他 1才 ¥... .;;者j て 。少えて宮も いj入:
金偶得金人入;で'さ(金以意の明かは:，，~ かななま法芸掛 とjし
が者額のはで申:れ;が上加年治ら ど;希j らおくすに之金 きjて
もの、対、き;込;る;も掛入金44五 ん望: 申免な 0該「が はjも;
ら所扶象ーま:ま;と:ら金者に年四 な;にj 請除 つこ当午掛 どj掛;
え得養 と応せ;な;きjえをで加 3才 人:ょj す申たのすよけが金;
な税義な七ん:ぃ;はjますす入月(かつj る 請 り場るよよら な i ~ :
い額務りo と;昭;すれのし31明 てj こはし合方言れ る;掛j
場等者ま才 そ;和;。ばこて日治 j加j と、ま、はごな カ、;け:
合でのすか jの:36: 六れいV39 :入i に加す年免 voいいる:

自転車の標識は ! 
いらなくなりました お

富山県自転車登録条例が廃止になれこれ 矢口

にともなって市の施行規則も7月20日から廃 勺
止されました。

従来は、自転車をおもちになると登録して せ

標識を受けなければなりませんでしたが、こ

れからは登録しなくてもよいことになり 、標

識はいらなくなりました。しかし盗難等があ

った場合、大へん困りますから、お互いが予

防対策を講じてほしいものです。

相互銀行、産業銀行でも

市税が納められます

従来は北陸銀行、新川信用金庫、農業協同

組合などが、金庫取扱銀行に指定されていま

し元が、 7月から新らたに富山相互銀行、富
山産業銀行も市金庫事務 の一部(市税の収

納〉を行うことになりました。

市税を納められる場合はこの両銀行でも用

が足りることになりましたので・ご利用くださ

す
。
と
く
に
必
読
書
を
読
ま
せ
た
い

も
の
で
す
。
マ
ン
ガ
ば
か
り
読
ん
で

い
た
子
が
作
文
集
や
倖
人
伝
や
昆
虫

記
や
子
ど
も
向
き
の
文
学
を
読
み
だ

す
き
っ
か
け
を
、

こ
の
と
き
に
作
り

た
い
も
の
で
す
。

。
事
故
防
止
に
万
全
を
期
し
ま
し
ょ
う

水
泳
前
、
水
泳
中
、
水
泳
後
の
指

導
が
大
切
で
す
。
あ
や
ま
れ
ば
命
を

失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
い
く

ら
注
意
し
て
も
十
分
す
ぎ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

交
通
安
全
に

つ
い
て
も
気
を
ゆ
る

め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
外
出

時
の
服
装
は
派
手
す
ぎ
た
り
、

露
出

し
す
ぎ
た
り
し
な
い
も
の
を
着
ま
し

ょ
う
。
納
涼
や
ナ

イ
ト
シ

ョ
ウ
な
ど

解
放
感
と

γ
衆
心
思
で
非
行
の
場
と

な
り
易
レ
の
で
と
く
に
注
意
し
ま
し

ド
ょ
、
竹
ノ
。

水按舘は、

すo

舘内には、 最近鳥羽水族館からきた 1メー

トJレもある「あか うみがめJ2匹が入り、水
槽せましと泳し、でいますo

納涼のーときお揃いで水族館へおいでくだ

さい。(写真二匹そろっτぉ目見得したあか
うみがめ〉

納涼のーとき水族舘で

夜9時まで
8月20日まで夜間開館していま

//// 
/臼/
/イl.J/

幼/J
!}Gンィ
検シ
/ろか/
/るノ / 

//// 

乳
幼
児
の
検
診
を
次
の
よ
う
に
行
い

ま
す
が
、
こ
と
し
も
北
日
本
新
聞
社
主

恨
の
乳
幼
児
コ
ン
テ
ス

ト
を
兼
ね
ま
す

の
で
、
全
員
そ
ろ
っ
て
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

該
当
者
は
、
乳
児
(
昭
和
例
年
7
月

1
白
か
ら
昭
和
お
年
6
月
初
出
ま
で
生

ま
れ
た
も
の
)
と
幼
児
ハ
昭
和
お
年
7

月
1
日
か
ら
昭
和
白
年
6
月
初
日
ま
で

生
ま
れ
た
も
の
)
で
す
。

4

フ
'γ
l

峠
市
切
目
刊
川

連
絡
所

小
学
校

公
民
館

公
民
館

小
学
校

小
学
校
。

校
下

検
診
日

上
中
島

八
月

四
日

上

野

方

八

h
q

本

江

九

。

住

吉

一
0
0

松

会

一一一。

西

布

施

ニ

ニ

ク

村

木

二

凶

h
q

天

神

。

二

六

h
q

大

町

保

健

所

三

0
0

経

団

小
学
校

三
一
。

片

貝

小
学
校

九
月

一
。

加

積

公

民

舘

ニ

グ

道

下

公

民

館

九

。

時
間
は
各
日
と
も
午
後

一
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

市計民税 2期分

納期 8月 31日

( よほれふ 的を取表片でま魚しベ まくべと
1①りどをも① でつり面を つ 貿肉みる①せしにるかマ

，. . ~ ヵは味冷危ヒもくだが熱くつをとかおき ょせとく
結い まはや険ヤあるし白湯るてかいら さ りうき下冷 暑
"'-' 5 11 しなしでヤるとてくにときた うで しに 。り痢たさ

ー }こでいてす ツ。 、おな入よてまのすみか にをいは
れしが食 。コ 、，安さつれい、りな 。 11 か はお飲ま J
はよ、ベー 11 全 したて。 家 の ら どこり 十こ物だ{
プう病 る 度な でみら 、肉庭ま、うれや 分しゃっ i
ラ。 気 こ 煮 まむ しはす 注や生 づ ι

ク にとての し r- . ----. てない 意 すもき
ト か 。かお ろ l ~ /、 lもま料 いいのま
ン かなら と 経 1/て:，_.y/' '-- Iおで理 た。をて
を るまそう 済 Lノτ/す//:~、、J さたは しとた 口

í..:噛出w安~.:";:予てお:~ I 
いのとミるきけ 香 陀問診泣理一，l て済 食カ海食
まを、のと火るが ~部戸~J. おで④ベキ水べ

すい 金税ム っと 不 広報のしおり き消なるは のて
、物擢〆き消要 た 読 まこ必中育
、の パに・がえににまで はの や × いしゃとずでっ
そ熱サなわ主ななだここい!町か、 もてさで 煮 繁の
こ伝 ミ りるすつり蚊ののちが や のたいする殖で
か 導 でまいがたまとか、は、ば理は、 でベな。かし、
らのはす 。 、とすりでえ、ん 想え、 するど フま少
消よさかと 次 き。線すとい で の ×。習 は ラす し
えいんらいに、蚊香がか、や ，すい 慣、 イ。よ
てので、つ 使 7Jて取 の、 。ながな をー に 夏 ζ
しが おアてうにり厄 まそも、い つ度 し場れ
まもく Jレ折とつ線介だこの 夏 村 け洗 てのた

健

ら
康
ず

診

断

受

け

b
b
ひ
A
1
4
f
 
人

の

結
按
健
康
診
断
が
八
月
か
ら
地
区
別
に
行
わ
れ
ま
す
。

恐
ろ
し
い
結
核
は
、
私
た
ち
の
知
ら
ぬ
聞
に
巣
喰
っ
て

い
ま

す
。

一
年
に
一
回
は
必
ら
ず
健
康
診
断
と
予
防
接
種
を
受
け

て
明
か
る
い
生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。
該
当
者
は
、

学
校

や
会
社
、
職
場
で
受
け
ら
れ
る
人
を
除
き
市
民
全
員
で
す
。

程

は

次

の

お

り

。

日

下松
中
島

天 地カロ片上
中
島 神区

場

所

木
下
新
公
民
館

東
山
の
寺

天
神
小
学
校

前
枕
ク
ラ

プ

上
村
木
ク
ラ
プ

加
積
公
氏
鯨

片
貝
分
校

道
坂
ク
ラ
プ

輿
東
械
ク
一
フ
プ

前
東
城
ク

ラ
ブ

片
員
小
学
校

出
総
代
宅

上
中
島
小
学
校

鹿
熊
倉
庫

谷
口

の
湯

金
山
谷
の
寺
戸

坪
野
分
校
『

宮
津

や
・ふ
・
ょ
や

:S;ゃ
ー
や
;
A
V
--令
、・
S
:や
ls
:会、
lsvls
、ーや
いー
や
ー
や
・舎
;
令

JS
t・キ
ー
や
ーや

ー

や

;

キ

ー

や

i

ふ

も

に

少
年
相
談
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
一

吻

市

有

を

ま

む

り

ほ

浩

司

ゆ

補

導

委

員

一

一
I
E
t
J
t

‘

3

2

4

』

、

3
「

砂

壁

一同

兼

義

川
原
田
芳
雄
貫
和
政
吉

一

戸

坂

本

精

密

杉
山
八
郎
大
久
保
与
閉
山
片
貝
地
区
の
山
間
地
帯
の
革
資
源
を

い

少

年

補

導

セ
'
ン

タ

l

開

設

い

紙

谷

義

一

鈴

木

謙

一
梅
原
与
三
吉
一
活
用
し
て
牛
の
放
牧
が
行
わ
れ
て
い
ま

川

野

田

由

松

島

津

武

男

大

平

正

信

一
す
。

い

防

犯

協

会

で

は

、

・
夏
休
み
中
の
少
年
の
不
良
化
、

夏
の

犯

罪

を

ふ

せ

ぐ

目

的

か

ら

げ

水

野

一

雄

松

井

正

二

沢

井

喜
作
一

場
所
は
高
木
地
内
尉
辺
で
お
よ
そ
三

戸

少

年

補

導

セ

ン

タ

ー
開
設
や
少
年
野
球
大
会
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一

門

石

崎

忠

信

寺

崎

欣

二

高

月

宗

久

一
七

O
町
歩
に
電
気
牧
柵
を
つ
く
り
、
片

罪
や
夏
休
み
中
の
生
徒
児
童
の
不
良
化
育
つ
よ
う
に
す
る
た
め
に
活

?

る

も

一

一

時

併

問

問

な

わ

れ

一

協

定

時

~
貝
農
協
な
ど

の
牛
二
十
頭
余
り
が
大
自

を
ふ
せ
ぎ
、
少
年
た
ち
が
す
こ
や
か
に

の
で

す

。

寺

崎

と
め

高
倉
恭
憲
菊
地
宗
昭

~
然
の
中
に
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
は
肥
育
牛
を
生
産
し
て
家
庭
経

補
導
委
員
の
か
た
に
み
な
さ
ん
の
あ
朝
野
義
順
経
沢
稔
清
水
静
憲
一二
府
の
向
上
を
は
か
る
目
的
で
、
市
が
初

た
た
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
斉
藤
政
男

圃一
め
て
試
み
た
十
も
の
で
す
。
十
月
末
ま
で

:

・

一
共
同
放
牧
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

H

少

年

野

球

大

会

H

7

の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

(

写
真
、
放
牧
中
の
肥
育
牛
)

九

、

十

日

西

中

グ

ラ

ン

ド

で

-

参
加
資
格
は
、
中
学
三
年
以
下
の
生

一

徒
で
、
各
校
下
ご
と
に
チ
1

ム
を
つ
く

一

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
3

F

市
民
の
み
な
さ
ん
の
深
い
ご
協
力
を

一

お
願
い
し
ま
す
。

一

来
年
四
月
か
ら
は
、
拠
出
制
の
国
民
年
金
が
始
め
ら

れ
ま
す
が
、
こ
の
準
備
と
し
て
国
民
年
金
世
帯
調
査
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
民
年
金
と
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
他
の
年
金
組
合

に
加
入
し
て
い
な
い
人
々
に
も
六
十
五
才
に
達
し
た
ら

年
金
を
支
給
し
よ
う
と
い
う
法
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
全
国
民
が
ど
こ
か
一
カ
所
で
、
年
金
(
恩
給
)
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
芯
わ
け
で
す
。

生
き
て
お
れ
ば
年
金
が
死
ぬ
ま
で
も
ら
え
、
長
芳
奨
励

の
生
存
保
険
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

積貝倉

と

検
診
日

9 
月
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